
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 
社会福祉法人 

本城会 
代表者 永野 三代子 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

新しく開発された「ひびきの」の街の中にあり、来年度小学校が開設予定です。施設は、

地域密着型で、特別養護老人ホーム、グループホームが併設されています。施設内の合

同行事は、季節に応じた催しやレクレーション等を楽しんでいます。 

出来る限り最後まで在宅生活ができるよう、ご利用者の心身機能の維持向上を目指した

ケアプランに力を入れております 
事業所名 

ひびきの虹色館 

小規模多機能型居宅

介護 

管理者 福島 智子 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

0 人 0 人 2 人 0 人 0 人 1 人 1 人 4 人 人 8 人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 

確認 

  ・来年度の評価の時に自己評価が

同じ結果にならないよう職員

一人一人が目標を持って、仕事

をするべきではないか。 

・シート作成が多いが、シート 

 作成が負担にならないよう配

慮して欲しい。  

・職員一人一人が一年の目標を立

て業務にかかる。 

・シート作成は、既存のシートを

ベースに必要に応じて独自の

書式に変更する。全職員が共有

してケアに活かすことが出来

ることを目指す。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

  ・運営推進会議以外で、施設の中

に入る機会が無いので、施設の

中のことが分からない。他事業

所のグループホームでは、運営

推進会議をユニットのフロア

で行うことで、施設の様子が分

かるような工夫があった。 

・運営推進会議の時に、事業所を

見学する時間を作る。 

・会議の場所をサロンのみでなく

他事業所も設定する。 

・行事等の日程に合わせて会議を

行うことで、日頃の様子も見て

頂けるよう工夫する。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

  ・地域と施設との関係性ができて

いないので、なかなか施設の中

に入りづらい。 

 

・地域行事に積極的に参加するた

めに自治区会との交流を図る。

次年度も施設行事に地域の方

を招待し、継続的に地域との交

流を図る。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

  ・地理的に若松の範囲が広く、利

用者が住んでいる地域や近所

の方を把握できていないこと

が現状である。近所の方との関

わり方が分からない。 

 

・利用者一人一人の「私の支援マ

ップシート」を作成し、本人を

支えている家族、地域馴染みの

人や物を把握することから始

める。 



Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

  ・施設に小多機がある事を知らな

い。小規模多機能型居宅介護が

どんなサービスが使えるのか

分からない。情報を得るところ

が無い。 

・運営推進会議に参加するメンバ

ー構成について検討し、広い視

野を持って取り組んでいく 

 例；消防署、商業、老いを支え

る家族の会、ボランティアなど 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

  ・地域との防災訓練を実施するに

はどうしたらよいか分からな

い。 

・施設では、毎年、消防署から講

師を呼んで、防災・災害対策の

研修を実施しているが、時間帯

が遅く、地域住民は参加しにく

い。 

・毎年の防災・災害対策の研修に

地域住民を含めた研修を計画

し実地する 

・応急措置訓練（心肺蘇生、ＡＥ

Ｄ）の実施 

 


